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(石綿肺症の病理組織学的特融について，殊に特発性間質性肺炎と
の対比も試みて)
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論文内容の要旨
【目的】石綿肺の剖検40{?ljを通じ，その胸膜・肺病変を肉眼的・組織学的に検索しその特徴を知るとと
もに，時に類似病変を示す特発性間質性肺炎CL'IP)との対比も試みた。
【対象と方法】石綿曝露歴を有し，線維化刷iと石綿小体が確認さ札病理組織学的に石綿肺と診断された
男性34例，女性6例の計40例の剖検肺 C1例は組織学的検索のみ)である。肉眼的及び組織学的に胸膜病
変，炭粉沈着，気腫化，線維化巣の分布並びに性状，蜂寵肺形成等をスコア化して表現した。 10{91]につい
ては，:.tjヨJ綿/小l卜、体と:.tjヨ
検索しfたζ。
【結集と考察】胸膜癒着は31139{?11Iこ，胸膜肥厚は37/39例に，プラーク形成は26/33例にみられた。肺の
割面では，優勢像から無気肺様硬化{象を呈したものと，蜂高状肺を呈したものに大別すると，前者は23例，
後者は16{9rjであった。組織学的には.前者は肺胞腔内需質化を伴った小葉非辺縁性の線維化にもとづくも
ので，特発性間質性肺炎CUIP)とは異なる機序であり，後者はUIPと同様の小葉辺縦性の線維化を示した。
線維化は8例を除き， ド葉後曲ーの胸膜直下領域に強くUIPとの類似性を示した。
石綿小体の量は症例により様々であったが， 4例では胸膜病変も殆どなく，持.めて少数の石綿小体の存
在があるのみで，その確認がなければUIPと組織学的にも鑑別が困難であった。合併症として.肺癌は13
例(32.5%)にみられ，また.硝子膜を伴う急性間質性肺炎CDAD)は14例(3fi%)にみられた。
石綿肺は呼吸細気管支壁に始まることは実証されており，経過とともに呼吸細気管支周囲の線維化巣が
融合してLぺ過程が考えられ，本研究でも確証可能であった。しかし進行例では.石綿小体を除いては
UIPと鑑別困難な例があり.殊に低濃度曝露例や，クリソタイル石綿肺で-は石綿小体が倖.少で‘あるため特
に細心の注意での検索が必要である。
論文審査の結果の要旨
石綿品1;の剖検40例を通じ胸膜・肺病変を肉眼的並びに組織学的に検索し，その特徴を知るとともに，時
に類似病変を示す特発性間質性肺炎(ClP)との対比も試みたものである。石綿肺の診断は，白綿眼話歴.
線維化肺，および石縮小体の確認により行った。胸膜病変(癒着，肥厚，プラーク)や肺内線維化の分布，
性状，蜂高状肺の形成などをスコア化して表現した。 10例については，右i*lil小体と七綿繊維の定量をおこ
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なった。結果として.石綿肺では胸膜病変の頻度は高<，病変のみられないじIPと対照をなした。肺の肉
眼像が検索できた39例では，優勢度から無気肺様硬化を呈したものと，蜂高状肺を呈したものに大別する
と，各々23例， 16例であり，組織学的に前者は肺胞腔内諒質化に基づき，後者はじIPと同様の機l亨の小葉
il縁性の線維化を示した。線維化は8伊lを除き，下葉後面の胸膜直ド領域につよく，むIPとの類似性を示
した。石綿小体の量は様々であったが低濃度曝露と考えられる4i?IJでは，胸膜病変も極微であり，極少の
石市li小体の確認がなければ組織学的にもUIPとは態別困難であった。残余36例の石綿肺では呼吸細気管支
出]世l炎および線維化，小葉間隔壁の肥厚，及ひG多数の石綿小体が認められ特徴的所見を号したが， 16例の
蜂高肺の形成機序はUIPと同様であった。合併痕として，肺癌が13例，また硝子膜形成を伴う急性間質性
肺炎が14例みられた。以上のことより，一部の石綿肺ではUIPとに共通する組織学的成立機序を保有して
いることが示唆されるO 本論文は，石綿肺の細密な特徴所見とともに，むIPとの関連性にも言及したもの
で，石綿肺と特発性問質性肺炎の成立機序の究明に重要な組織病理学的基盤を提供するものである。従っ
て著者は博士(医学)の学位を授守されるに値するものと判定された。
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